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近年、野生鳥獣による農林水産業被害は、過疎化、高齢化の進展

等による耕作放棄地の増加や集落コミュニティの崩壊等に伴い、全

国的に中山間地域を中心に深刻化しており、平成１６年度の農作物

被害金額は約２０６億円に上っております。

農林水産省においては、これまでも各地域の野生鳥獣による被害

を防止するため、環境省や都道府県と連携し、効果的・効率的な防

除技術の研究開発のほか、各地域における自衛体制づくりや電気柵

などの被害防止施設の整備等の取組みを積極的に推進してきました

が、必ずしも被害が軽減されていない実態にあります。

今般、特に被害が深刻化しているイノシシ、シカ、サルについて、

その生態行動と被害発生地域において取り組むことが期待される農

作物等の被害防止対策について取りまとめましたので、現場におけ

る技術指導等に活用していただければ幸いです。

また、本マニュアルは初版として位置付けており、今後、鳥獣害

対策の新たな知見等が蓄積されればそれらを踏まえ、必要に応じて

順次マニュアルの充実に努めていきたいと考えております。

～ はじめに ～



マニュアルの構成
～ はじめに ～

１ 鳥獣被害の現状と要因
（１）鳥獣被害の現状
①全国の農作物被害
②全国の森林被害

（２）鳥獣による被害拡大の要因

２ 獣種別対策
（１）イノシシ基礎知識
①イノシシの生態特性
②イノシシの被害対策

（２）ニホンジカ基礎知識
①ニホンジカの生態特性
②ニホンジカの被害対策

（３）ニホンザル基礎知識
①ニホンザルの生態特性
②ニホンザルの被害対策

３ 総合的な被害防止対策
（１）鳥獣害対策の基本的考え方
（２）個人でできる被害対策
（３）地域ぐるみの鳥獣害対策
（４）獣害対策における行政の役割

４ 鳥獣の捕獲に関する制度
（１）特定鳥獣保護管理計画制度
（２）捕獲制度
（３）狩猟免許

５ その他
（１）農作物被害状況の把握
（２）お問い合わせ先

～ おわりに ～



～１ 鳥獣被害の現状と要因～



獣
類
獣
類

鳥
類
鳥
類

鳥獣被害の現状（被害面積）

◇平成１６年度
の農作物被害面
積は約１３．９
万ｈａ。
◇獣類被害は横
ばい、鳥類被害
は減少傾向にあ
り、全体として
は減少傾向。

農林水産省「生産局農産振興課資料」より
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鳥獣被害の現状（被害金額）

◇平成１６年度の
農作物被害金額は
約２０６億円で、
近年横ばい傾向。
◇鳥獣別では、獣
類６割、鳥類４割。
◇特に、イノシシ、
シカ、サルの被害
が獣類被害の９割、
鳥獣全体の５割強
を占める。
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農林水産省「生産局農産振興課資料」より
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鳥獣被害の現状（森林被害）

◇森林被害面積
は、近年７～９
千ｈａで推移。
◇平成１６年度
の被害面積は約
７．４千ｈａで、
うちシカによる
被害が５割以上。

林野庁「業務資料」より



里の変化
農業構造の変化

鳥獣による被害拡大の要因

野生獣による農作物被害多発

気象の変化
生息環境の変化

捕獲圧の変化



里の変化、農業構造の変化

農林水産省「農（林）業センサス」より

～人間活動の低下、耕作放棄地の増加～

◇農村地域において過疎
化や高齢化等に伴い、里
山等における人間活動が
低下。
◇餌場や隠れ場所となる
耕作放棄地が増加。
◇平成１２年度の耕作放
棄地面積は約２１万ｈａ、
不作付地面積は約２７．
８万ｈａで農地全体の１
２．5％。

全国農業地域別にみた耕作放棄地の状況
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気象の変化、生息環境の変化

◇少雪化や暖冬傾向によ

り生息適地が拡大。

◇繁殖率の向上、生殖年

齢の低下や幼獣の死亡率

の低下などにより、分布

域が拡大。

◇里山における管理の粗

放化等により生息域が変

化。

（指数１７５）

～温暖化、分布域の拡大～

環境省生物多様性センター「自然環境保全基礎調査」より
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捕獲圧の変化

◇狩猟者の減少や
高齢化等に伴い、
地域によっては狩
猟による捕獲圧
（サルは除く）が
低下。
◇平成１４年度の
狩猟免許取得者数
は、約２０万人。
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環境省「鳥獣統計」より

年齢別狩猟免許の取得者数の推移

～狩猟者の減少、高齢化～



～２ 獣種別対策～



被害対策のためのイノシシ基礎知識

対策のポイント

◇高い繁殖力のため捕獲のみの依存は禁物

◇被害管理と生息地管理が重要

◇イノシシは平野の生き物

◇イノシシにとって作物は最高の食べ物



◇広域地域での被害
対策が必要。
◇これまで生息しな
かった地域で被害が
問題化（九州北部、
四国北部、北陸、信
越、関東や東北等、
平野部と積雪地域）。
◇イノブタの野生化
問題も顕在化。

イノシシの分布域

＜仲谷淳撮影＞

環境省生物多様性センター「自然環境保全基礎調査」より



増加する被害面積と捕獲数

◇被害面積とと

もに捕獲数が増

加しているが、

被害の減少は、

見られない。

環境省「鳥獣統計」より
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農林水産省「生産局農産振興課資料」より



成獣雄は
単独生活

成獣で見ると単独型社会

成獣雌は子と
グループ形成

１才子は兄弟姉妹
で小グループ形成

イノシシの基本的社会

群れを作らない

＜仲谷淳撮影＞ ＜仲谷淳撮影＞ ＜仲谷淳撮影＞



毎年、２頭ほどの子供を残す

高い繁殖能力

◇早い性成熟：２歳で出産
◇基本的に年１産（春～初夏）
◇高い妊娠率：ほぼ１００％
◇多い産子数：４～５頭
◇１才までに約５０％が死亡

数のコントロールはシカやサルに比べて困難

＜仲谷淳撮影＞



生息数の５０％を捕獲したときの変化イメージ

生

息

数

捕獲効果を埋め合わす繁殖力



農地かい廃面積
イノシシ捕獲頭数

（高知県資料より）

農地のかい廃後にイノシシの捕獲数が増加

農地かい廃がイノシシ増加に関与



勢力も境界も変化する

◇境界は人
とイノシシ
の勢力関係
で決まる。

町のイノシシ

里のイノシシ

山のイノシシ

野生動物も平野が
住みやすい！



人家近くの里山に生息

◇隠れ場所や食物な
どの多い薮を好む。
◇日中、林の中で生
息し、姿を見せない。
◇人間の影響が少な
い地域では昼間も活
動する。
◇本来は、「平野の
生き物」である。

六甲山のイノ
シシ、背後に
神戸の市街
地が見える

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞



成獣雌の行動圏（ヘクタール）

意外と狭い活動範囲

◇狩猟により遠くまで追い立てられることもあ
るが、食物などが十分で危険がないと、狭い地
域に長く留まる。
◇農作物を加害する個体は被害農地の近くに潜
伏する傾向がある。

調査地域 タイプ 期間（月） 行動圏
南カロライナ 野生ブタ ３～１０　 437
テネシー 雑種 夏（約３ヶ月） 347
テネシー 雑種 冬（約７ヶ月） 266
日本 イノシシ 12 209
南カロライナ 野生ブタ １２～２７ 178
ハワイ 野生ブタ ５～１７ 112
カリフォルニア 野生ブタ 7 67

仲谷 １９９４資料より



足跡

泥こす
り木

イノシシの生活痕跡

糞

ヌタ場

親指大の粒が固
まった形をしている

しめった粘土質土壌の
場所で泥浴びをする

ヌタ場近くにある木などに
体をこするため、泥が付く

偶蹄類のため、左右対称
の蹄のあとを残す

＜仲谷淳撮影＞
＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞ ＜仲谷淳撮影＞



ヒトやサル、イノシシの胃の
構造は単純で、消化の良い
食べ物を好む。

イノシシやサルは
ヒトの作物に執着する！

①

②

③ ④

ウシ、シカ、カモシカ

人、イノシシ、サル

単胃

反芻胃

反芻動物は繊維質の多い草を好む

作物は最高の食べ物

一方



ただし、資源の利用としては最高の生き物

イノシシ被害対策の要点

獲っても湧いてくる。

個体数管理とともに被害管理と生息地管理

◇高い潜在的繁殖力。
◇狩猟者の高齢化と減少。

生

息

数

生

息

数

生息数の５０％を捕獲したときの変化イメージ図

◇毎年、５０％を捕獲し
ても減少しない。
◇個体数を減少させるに
は、５０％を超える捕獲
計画が必要。



捕獲獣の肉資源利活用

解体実習

夏肉の試食会

焼肉 カレー

炒め物 加工品（ソーセージ）

いろんな食べ方
がある。

＜仲谷淳撮影＞ ＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞ ＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞

血抜きと処理の迅速さが
決め手！



トタン

ネットや漁網

シート

主な防護柵とその特徴①

最も広く利用され、地域によって効果が認められるが、飛び
越える、押し倒す、持ち上げるなどして侵入されることも多
い。傾斜地やイノシシが乗り越える場合は２段にする。

シートの下から簡単に侵入されることが多い。強度が弱い
ことも難点である。

外側にたらして設置されるが、食い破る場合がある。補強、
または踏切場所をなくすため、２重にしたネットの外側を斜
めに垂らすのもよい。魚網は、漁協から分けてもらえれば、
安価に設置できる。視覚的な遮断効果がないため、農作物
が外部から見える。

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞



主な防護柵とその特徴②

電気柵

有刺鉄線

毛があり皮の厚いイノシシにとって、とげは余り効果がなさ
そうだ。写真は、有刺鉄線についたイノシシの剛毛。

効果が高いが、維持管理を怠ると侵入される。漏電しない
ように、除草しておくことが肝心である。幼獣がくぐり抜けな
いよう、電線の高さや間隔を考慮しておく。

ワイヤーメッシュ

強度があり、効果も認められるが、視覚的な遮断効果がな
い。一般に市販されている規格の高さ（１ｍ）ではイノシシが
飛び越えることもある。編み目が大きすぎると幼獣が通り抜
けるので注意したい。

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞ 注意：高さや強度等は被害状況に応じて柔軟に対応



◇農林水産省の研究プロジェクト
で麻布大学と近畿中国四国農業研
究センターが共同で開発した忍び
返し柵。
◇一般的に使用されている１ｍの
高さのワイヤーメッシュ格子柵を
改良し、上部３０㎝の部分を外側
に２０～３０度折り曲げると、イ
ノシシが接近しても乗り越えない。

イノシシ用返し付きワイヤーメッシュ柵

電気柵とトタンの組合せ

＜竹内正彦撮影＞

忍び返し柵と防護柵の組合せ

トタンで作物
を囲い、３０
～４０㎝離れ
た周囲に電
気柵を設置。

◇いくつかの侵入防止技術を組み
合わせて、それぞれの防止技術の
弱点を補いあうよう配置すること
で効果も上がる。 ＜イラスト：江口祐輔＞



無計画に個々人が
設置した防止柵

柵の設置は効率よく

計画的被害防止柵
の設置

＜仲谷淳撮影＞

＜仲谷淳撮影＞



効果的な捕獲

◇被害農地の近くに潜伏

する加害個体を捕獲する

と効果大。

◇広域捕獲は被害低減の

ために必要だが、未生息

地域への拡散に注意。

◇効率的な捕獲のための

広域連携による取組みも

大切。

小型檻は、イノシシの出没状況に応じて
設置場所を変えることができる。檻はくく
り罠などと比べて、捕獲技術が容易。

＜仲谷淳撮影＞



イノシシの移動ルートを考慮した
効果的な柵および罠の設置

◇国道級の移動
ルート制御が効
果的。
◇柵による移動
ルートの遮断。
◇出現しやすい
場所へ罠を設置。



猛獣糞を体に擦り付ける

市販忌避テープを食べる

近畿中国四国農業研究センター成果情報

忌避物質の効果は限定的

忌避物質として使用されている多くの物に対して、イノシ
シは好む反応を示す。長期間の使用では逆に誘因物質にな
る場合もある。

＜江口祐輔撮影＞

＜江口祐輔撮影＞



保全的放牧技術の導入
畦畔の保全、乾田化
適切な放牧頭数など

棚田放牧

樹園地放牧

獣害を回避した
安心農業 水田放牧

林間放牧

◇獣害回避効果①除草による有害獣の
隠れ場と侵入経路の除去②クズなどの
食物の除去③家畜の世話等による人間
活動の増加④牧柵等の設置効果⑤森林
と農地の間での帯状設置が有効。

放牧による獣害回避

シ バ で
修復

乾田化

ウシそのものに
よるイノシシへの
撃退効果は望め
ない

＜千田雅之撮影＞

＜小山信明撮影＞



山

集落
道路

農地

獣害に強い集落

山際の利用促進（水路、道路、公共施設など）

◇山と農地の間に人家や
道路などの障害がある。

＜仲谷淳撮影＞



被害対策のためのニホンジカ基礎知識

対策のポイント

◇所変わればシカの生態も変わる

◇馴れを起こさせない対策

◇防護柵と捕獲は被害防除の両輪

◇シカを誘引しない農地管理



ニホンジカの分布域

環境省生物多様性センター「自然環境保全基礎調査」より

＜小泉透撮影＞

◇国内の40％の地

域に生息し、分布

域は25年間で約1．

７倍に拡大。

◇北海道から沖縄

（慶良間列島）ま

で全国的に生息。



ニホンジカの被害

◇農業被害は約40
億円（平成１６年
度）。
◇森林被害は「獣
害」の中で第１位。
◇年間の捕獲数は
10万頭を超え、こ
の20年間に約７倍
に増加。
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農林水産省「生産局農産振興課資料」より



シカは長寿命

歯にできる年輪を数えて正確な
年齢を調べます（満４才のシカ）

下あごの第１切歯（上図の矢
印）を使って年齢を調べます

1
2

3

歯
根

歯
冠

歯
髄
腔

◇野生の最高寿命
は、オスは14才、
メスは18才。
◇奈良公園では、
24才のメスの記録
がある。
◇平均寿命は、オ
スは4～6才、メス
は6～8才。

＜小泉透撮影＞

＜小泉透撮影＞



毎年こどもを産む

メスジカの年齢別妊娠率（Koizumi, 1992）

◇エサ条件がよけ

れば、メスは満１

才の秋に発情。

◇１産１仔だが、

妊娠率は高い。

◇高齢になっても、

高い妊娠率は下が

らない。
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＜小泉透撮影＞



何でも食べる

牧草は大好物

イネも好んで食べる
ササは北日本のシカの主食
（シカの採食でササが消えてしまった自然林）

新植地ではヒノキが食害される

＜小泉透撮影＞ ＜堀野眞一撮影＞

＜小泉透撮影＞

＜小泉透撮影＞

◇シカはウシと同じ反芻動物。
◇さまざまな植物をエサにし、その数は１千種を超える。



被害発生時期も変わる
（スギ・ヒノキの食害の場合）

所変わればシカの生態も変わる

木
の
葉
を
よ
く
食
べ
る

サ
サ
を
よ
く
食
べ
る

食性も変わる

月

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月

関東
松本（1993）

九州

関西
上山（1993）

谷口（1992)

地
元
の
シ
カ
を
よ
く
知
ろ
う



シカは臆病だが大胆

馴れを起こさせないことが重要。

「かかし」や「強いに
おいのするもの」を置
くと、警戒してしばら
くの間は出てこない。

危害がないことが分か
ると、農地の中に入り
込んで来る。

し
か
し
・
・
・

！

＜イラスト：瀬川也寸子＞

＜小泉透撮影＞



剥皮害
樹皮を食べる場合とオスが繁殖期
に角をこする場合とがある

シカの痕跡、シカの被害

足跡
偶蹄類のため、左右対称
の半月様の蹄跡が残る

糞
米俵のような形をしている
カモシカと異なりタメ糞をしない

枝葉採食害
上顎に前歯が無いため、
摘み取ったような食べ跡になる

＜小泉透撮影＞ ＜小泉透撮影＞

＜小泉透撮影＞
＜小泉透撮影＞



２．資材は金属フェンスとネットが多い

高さ
150～180cm

支柱の幅
3.6m

ネット柵では支柱と支柱の間にペグを打って下止めする

シカに食い破られないように鋼
心の編みこまれたネットもある

雪の少ない地方では防風
ネットも有効

効果は高いが、設置費用も
かなり高い

主な防護柵とその特徴

１．一般的な柵の形

＜堀野眞一撮影＞ ＜小泉透撮影＞ ＜小泉透撮影＞



もぐり込み

ネットの
破損

柵への侵入原因（池田，2002）

ネット柵に絡まったオスジカ

シカはもぐり込んで侵入する

◇穴、すき間のあいた柵は効果
がない（助走なしで2mの高さ
を跳ぶことができるが、ほとん
どは「もぐり込み」による侵
入）。
◇凹地をまたがないように張る。
◇無理に広く囲わず、確実に防
護する。
◇シカが絡まない資材を選択す
る（網目5cm程度のネットが
望ましい）。

＜小泉透撮影＞



メスを多く捕獲する

◇メスを多く捕獲する
ことが効果的。
◇被害が激しくなる前
（シカが増加する前）
に捕獲を開始する。
◇被害が激しい地域で
は、被害地周辺を繰り
返し捕獲する。
※メスジカは狩猟鳥獣でないため、
特定鳥獣保護管理計画の策定により、
個体数調整や有害捕獲により捕獲す
る。
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捕獲しない場合（青線）とメスだけを駆除した場合（赤線）
の個体数の変化予測



効率的な捕獲

危険な作業をともなうので専門家の指導のもとに行う。

＜高橋裕史撮影＞

＜原図：高橋裕史＞

◇秋や冬にシカが集まる地域では、捕獲用の柵にシ
カを誘引し効率的に捕獲することが可能。

＜高橋裕史撮影＞



シカを寄せない集落環境管理

◇集落での目当ては農作物よりも雑草。

◇雑草で集落に餌付けされ、ついでに農作

物も食べる。

以下の点に注意が必要。

①シカに配慮した農地管理、作業体系で雑

草量を減らすのが先決。

②雑草にも配慮した柵の設置と管理が必要。



秋の除草が冬の草量を増やす

◇除草作業は新たな
雑草の再生を助長。
◇秋期に除草を行っ
た路肩や圃場では厳
冬期に緑草が繁茂。
◇緑草がシカを寄せ、
農作物被害へと拡大。
◇冬期に雑草を繁茂
させない工夫が必要。

＜井上雅央撮影＞

＜井上雅央撮影＞



◇稲刈り時期が全国的に
早まったため、秋期～冬
期に水田と畦畔が草地化
しやすい。
◇水田は稲刈り直後に耕
転して再生茎葉の繁茂を、
また、１２月～１月に再
度耕転して冬期雑草の繁
茂を阻止し、集落がシカ
の餌場となることを防ぐ。
◇稲刈り直前の畦畔刈り
払いは必要最小限に。

水田の雑草生産量を減らす

＜井上雅央撮影＞



A

B

キャベツ

雑 草

雑草に配慮した柵の設置と管理

＜井上雅央撮影＞

◇農作物だけを柵
で囲っても、緑草
が食べられれば餌
付けは進む。
◇柵の設置位置や
雑草管理への配慮
が重要。（Aの位
置に設置する場合
は、雑草管理が必
要。）



被害対策のためのニホンザル基礎知識

対策のポイント

◇食害の放置は餌付けと同じ

◇対策は総合的に 捕獲にだけ頼ると悪循環

◇電気柵、網は点検整備が重要

◇農地周りの環境整備も効果抜群



＜大井徹撮影＞

◇世界的にはヒト以
外の霊長類で最も北
に生息。
◇本州、四国、九州、
屋久島、小豆島、淡
路島等に生息。
◇地域により生息密
度に高低があり、東
北地方が最も低い。

ニホンザルの分布域

環境省生物多様性センター「自然環境保全基礎調査」より



ニホンザルに対する特別な保護指定

絶滅の恐れのある地域個体群
（環境省レッドデータブック）

天然記念物指定

下北半島、千葉県高宕山、大阪府
箕面、岡山県臥牛山、大分県高崎
山、宮崎県幸島

準絶滅危惧
（環境省レッドデータブック）

環境省生物多様性センター「自然環境保全基礎調査」より



◇対策が効果を
あげている地域
もあるが、被害
が慢性化、拡大
している地域も
あり、被害面積
は横ばい。
◇有害捕獲数は
年間約１万頭。

被害面積と有害捕獲数の変化

環境省「鳥獣統計」より
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ニホンザルの社会

＜大井徹撮影＞

◇オスとメスからなる群れを形
成。また、単独行動をするオス
（ハナレザル）、オスだけから
なる集団（オスグループ）が存
在。
◇メスは生まれた群れで一生過
ごす（母系）。オスは4-5歳に
なると生まれた群れを離れる。
◇群れの動きを指図したり、統
制するボスはいない。群れのメ
スがまとまりの要。
◇群れの大きさは一般に10-
100頭。
◇群れは個体数が多くなると分
裂。



オトナオス
股間に大きな睾
丸が認められる。

赤ん坊
生後1年未満で、
体色は黒っぽい。
オスでは股間に
白っぽい陰嚢が
垂れる。

オトナメス
出産・育児の経
験のあるオトナの
メスの乳首は赤
ん坊に吸われた
結果長く伸びて
いる。

ワカモノ
オスは約4歳で睾
丸が陰嚢に降り
る。メスは3-5歳の
秋に初めて発情
し、臀部の性皮が
赤く腫れる。

＊生後1年以上、ワカモノになるまでを、コドモと言う。

＜金森朝子撮影＞

＜大井徹撮影＞

＜大井徹撮影＞

ニホンザルの成長段階と
性・年齢クラスの識別

＜大井徹撮影＞



餌付けザルと農作物を
食害するサル

初産年齢：4-5歳程度

出産間隔：毎年出産

赤ん坊の死亡率：20％以下

山のサル

初産年齢：7-8歳程度

出産間隔：2-3年

赤ん坊の死亡率：30-50％程度

ニホンザルの繁殖

◇交尾期は9-12月、出産期
は3-6月。1回の出産で赤ん
坊は1頭。
◇農作物等を食べるようにな
ると栄養状態が好転し、若い
メスでも出産。また、毎年出
産と死亡率の低下傾向。

高い個体数増加率

＜大井徹撮影＞



小金沢（1991）

生息地環境

◇ニホンザルは農耕
地や市街地にも生活
域を拡大しているが、
生活場所の中心は森
林地域であり、広葉
樹林が重要。
◇広葉樹林面積とサ
ルの生息面積は密接
な関係。



◇行動域は一定範囲内
（被害を起こすのは特定
の群れ）。
◇行動域面積は、一般に
20ｈａ～３，０００ｈａ。
◇隣り合う群れの行動域
には、重なりあう部分が
ある。
◇群れの分裂によって、
新しい群れは、通常、も
との行動域の隣接地に行
動域を形成。

個体群の行動域

群れの行動域の分布
（滋賀県の例、滋賀県琵琶湖環境部）



足跡の大きさから年齢クラス
が推定できる。

冬場、サルは冬芽や樹皮を
採食。写真はクワ樹皮の採
食痕

ニホンザルの生活痕

サルの糞は、成
獣オスで、直径2-
3ｃｍ、長さ7-8ｃｍ
程度で、食物に
よって色や形状
が変化。写真は
ブナの花を食べ
た後で黄褐色。

＜大井徹撮影＞

＜大井徹撮影＞

＜大井徹撮影＞



ニホンザルの食性

◇植物が主食。キノ
コ類や昆虫など動物
質も食べる雑食性。
◇栄養がよく、効率
的にたくさん食べる
ことができる食物を
好む。
◇サルが何を食べも
のと認識するかは学
習による。

農作物はサルに
とってごちそう！

＜大井徹撮影＞



ニホンザルの感覚特性の調査

ニホンザルの感覚特性

◇視聴覚は基本的に人
間に類似。人よりやや
高い音が聴き取れる。
また、暗いところでも
やや良く見える。
◇同じ刺激を繰り返す
と、馴れ（慣れ）る。
学習能力も高い。



◇設置、維持管理がきち
んとできれば最も効果が
高い方法の一つ。
◇サルが感電しやすい顔、
手のひら、足の裏がプラ
ス線とマイナス線の両方
に同時に触れる構造のも
のが必要。
◇電気柵があっても、周
囲の立木から飛び込むこ
とがあるので樹木の伐採
など柵周辺の整備が必要。

電気柵による防除

下部が金網フェンス、上部が並行電線タイプ

ネットに電線が編みこんであるタイプ

＜大井徹撮影＞

＜大井徹撮影＞



注意：

野鳥がからまないよう光沢のある吹流し（鳥
おどし）をところどころにつける。

しなる支柱とネットの組合せによる防護柵

◇弾性のある支柱を使い、

サルがよじのぼりにくい

網柵が考案されている。

奈良県農業技術センター、

滋賀県農業技術振興センター 等

◇このような網柵は、サ

ルの侵入を遅らせる効果

はあるが、侵入を防ぐこ

とはできないので、追い

払い体制の整備も必要。

弾性ある支柱を使った柵

（奈良県農業技術センター）

ジャンボ網柵

（滋賀県農業技術振興センター）



新しく開発された電気柵

◇農林水産省の研究プ

ロジェクトで京都大学

が開発したネットタイ

プ電気柵。

◇ネットが支柱から離

れていて、サルがよじ

のぼりにくく、乗り越

えようとするときに確

実に電気ショックを与

えることができる。
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ネット型電気柵の概念図

＜原図：室山泰之＞



有害捕獲と個体数調整

◇効果と影響を考えて捕獲を。

①群れ全体を捕獲するのは困難で、時

間と専門的な知識が必要。サルは罠や

銃撃に馴れ、次第に捕獲が困難になる。

②捕獲で消滅した群れや個体数の減っ

た群れの代わりに、隣接していた別の

群れが新たな加害群になることもある。

③捕獲に頼り、他の防除法を怠ると、

加害ザルを作り出しながら、捕獲をす

るという悪循環に陥る。

◇個体群保全、動物愛護にも配慮必要。
※個体数調整とは、特定鳥獣保護管理計画に基づ

く、計画的な捕獲。

＜大井徹撮影＞

群れの実態把
握とモニタリ
ングを行い有
効性を検証し
ながら捕獲の
実施。



サルの追い払い

個体群
行動域

◇環境整備、農地の防除が先決。

◇サルの観察会、餌付け等の禁

止。

◇サルの行動を十分把握し、追

い払い先を明確に。

◇ロケット花火等の活用による

追い払い体制の整備。（猟友会

やボランティア団体等との連

携）

◇犬の利用や電波発信機の活用

も有効。

◇行動のモニタリングとその継

続が必要。
＜寺本憲之撮影＞

追い払い

他の獣種も同様



耕作放棄地に牛を放牧して
整備する。

◇農山村には、農作物以外

にサルを里に引き寄せるも

のが多い。生ごみ、廃棄農

産物、放任果樹など。この

ようなものの処分を適切に

行う。

◇農地際の山林等の手入れ

が滞ったり、山際の耕作放

棄地が荒れ放題になってい

るとサルの侵入経路となる。

このような場所を見通しが

よくなるよう整備する。

生息環境の整備による防除

＜大井徹撮影＞

（滋賀県農業技術振興センター）



電気柵の外にはミョウガが植えて
あるが被害を受けない。

◇ミョウガ、サンショ、ト

ウガラシなど辛味、苦味、

刺激臭があり、栄養価の低

い作物、サトイモ、コン

ニャク芋など地中深く根茎

を作ったり、毒があるもの

は食害を受けにくい。

◇侵入を受けやすい場所、

サルの手の届きやすい場所

に植えざるをえないなら上

記のような作物を選択して

被害軽減を図る。

被害を受けにくい作物を植える方法

＜大井徹撮影＞



～ ３ 総合的な被害防止対策 ～



鳥獣害対策の基本的考え方

地域の取組み 行政の
取組み

行政による対策
・特定鳥獣保護管理計
画策定・運営
・地域における被害対策
への支援 等

・追い払い等の自衛体制の整備
・防護柵等の設置、管理
・捕獲
・人材育成 等

＜寺本憲之撮影＞

＜寺本憲之撮影＞ ＜寺本憲之撮影＞

支援

個人でもできること
・農作物残渣、生ゴミ
等の適正処理 等



◇鳥獣による農作物被害を防止するた

めには、「被害管理」「個体（群）管

理」「生息地管理」を総合的にバラン

スよく行うことが重要。

①被害管理

・里の餌場価値を下げる

・防護柵等の設置

・被害にあいにくい農業形態（耕作

放棄地の解消等） 等

②個体（群）管理

・特定計画に基づく計画的な捕獲

・生息地への追い払い 等

③生息地管理

・里山・人工林の整備や広葉樹の植栽

・緩衝地帯の設置 等

総合的な被害防止対策の必要性

被害管理

人間

＝

個体（群）管理

野生動物

＝
生息地管理

生息環境

＝



集落ぐるみの取り組みと
は、個人でできる対策を
みんながやること。

集 落

圃場や周辺環境の見直し（放
任果樹などの餌源の処分や侵
入逃走経路の遮断）

餌源を生み出す農作業の見
直し（作業時期・作業方法
の改善）

防護柵等の設置や追い払い
（電気柵、ネット柵、トタン
柵、猿落君、撃退グッズ（ロ
ケット花火、モデルガン等）
など）

個人の対策

個人の対策

個人の対策

個人の対策

個人の対策

＜井上雅央撮影＞

＜井上雅央撮影＞

個人や集落でできる被害対策



地域ぐるみによる鳥獣害対策

◇個人パワーから集団パワーへ
◇追い払い、捕獲等の自衛体制
の整備

◇防護柵等の施設設置や除草等
による防護柵等の管理

◇捕獲従事者等の育成、確保
◇猟友会、ＮＰＯ等との連携
◇捕獲獣の地域資源としての有
効活用 など

地域の活性化

＜寺本憲之撮影＞

＜寺本憲之撮影＞



集落を単位とした共通認識の醸成

◇研修会や戦略会議の開催等を通じて集落単位
で共通認識や取組みについて合意形成を醸成す
ることが重要。

＜寺本憲之撮影＞

研修会

現地研修会

戦略会議



地域ぐるみで里のエサ場価値を下げる
－農家の鳥獣害対策への意識改革－

農耕地農耕地
家庭菜園家庭菜園

農耕地を守るだけでは、里のエサ場価値は下がらな
い。家庭菜園においても対策が必要。

放任の家庭菜園
があれば地域の
里のエサ場価値
が下がらない。

生ゴミ等生ゴミ等

猿落・猪ドメ君 サルガードキャップ

農耕地農耕地
周辺周辺

餌になるものをなくす、護る
野生野生動物動物にとって魅力のない里を創り上げるにとって魅力のない里を創り上げる

＜寺本憲之撮影＞ ＜寺本憲之撮影＞



野生動物の生息域であるこ
とを前提とした農業形態

◇外周路の確保と
守りやすい畝取り
◇守りやすい作目
配置
◇耕作放棄地の解
消や不要物の撤去

◇餌源放置期間の
短縮
◇餌生産を抑制す
る作業時期と順序

◇守りやすい整
枝剪定や誘因方
法
◇餌生産を抑制
し、餌源を残さ
ない作業方法

圃場設計
作業計画

作業方法

被害に遭いにくい農業形態を

※作物残渣、未収穫農作物や放任果樹などは、野生動物を引き寄せる餌原や餌生産にあたる。



隠れ場所となる耕作放棄地の解消
－家畜放牧による獣害対策も有効－

放牧地 農地
山林

◇家畜放牧によって、①大型家
畜の気配、②家畜除草による緩
衝地の形成、③人圧の増加等に
よりイノシシ等の出没の減少。
◇放牧ゾーニング技術の導入で
は、図のような山林、放牧地、
農地の順番で帯状に設置できる
立地条件が必要。

＜寺本憲之撮影＞

＜寺本憲之撮影＞



農地と山林の遮断
－緩衝地帯の設置－

農地

山林

バッファーゾーン

◇野生動物は基本的に臆
病で人を恐れる生き物。
◇隠れ場所がなく見通し
の良い農地へ侵入すると
きは相当警戒する。
◇農地に接する山林など
の間に緩衝地帯（バッ
ファーゾーン）を設置す
ることにより、野生動物
は農地に侵入しにくくな
る。

＜寺本憲之撮影＞

農地と山林などとの間の管理による対策

滋賀県立大学「テレメトリー調査」より

伐採地伐採地

イノシシは山林イノシシは山林
伐採管理により伐採管理により
山中へ移動山中へ移動

伐採前の行動範囲伐採前の行動範囲 伐採後の行動範囲伐採後の行動範囲

山
側
へ
移
動

山
側
へ
移
動

伐採地伐採地

イノシシは山林イノシシは山林
伐採管理により伐採管理により
山中へ移動山中へ移動

伐採前の行動範囲伐採前の行動範囲 伐採後の行動範囲伐採後の行動範囲

山
側
へ
移
動

山
側
へ
移
動



関係市町村等による連携

Ｂ県Ｄ町Ｂ県Ｄ町

Ａ県Ａ町Ａ県Ａ町
Ａ県Ｂ町Ａ県Ｂ町

地域ぐるみで、野生動物にとって
魅力のない里を創りましょう！

◇被害対策は個体群単位または生息地域単位とし、被害に関
係する市町村等が連携していくことが必要。

侵入防止柵

放牧ゾーニング

耕
作
放
棄
地
管
理

追い払い

緩
衝
地

帯
設
置

捕獲

生息環境管理

Ｂ県Ｃ町Ｂ県Ｃ町



農業者自身が実施すること
を前提とした対策支援

体系的・継
続的な情報
提供や担い
手育成

地域の実情
にみあった
被害防止技
術の開発

受益者の努
力に対する
即応型技術
の支援

営農意欲、
被害防止意
欲に対する
側面支援

パンフレット配
布・講習会開
催・地域リーダ
の育成など

（普及組織・
JA）

防止型栽培技
術・高齢者向
け防護柵など

（各試験研究
機関）

直売所・産地育
生・特産化など

（普及組織・市
町村・JA）

展示圃・緊急対
応策など

（普及組織・市
町村・ＪＡ・各
試験研究機関）

鳥獣害対策における地域の行政の役割



コーディネーター

（県普及機関）
○○地域農業普及センター

関係機関・団体による指導体制の構築

◇集落や地域での取組みを支援する県、市町村、
猟友会等関係機関・団体が一体となった指導体
制を構築することが重要。

［Ｓ県の例］

（市行政機関）
○○市役所
農政課

アドバイザー

（団体）
○○県猟友会
○○支部

スペシャリスト

（県試験研究機関）
○○県農業
総合センター

（県教育機関）
○○県立大学

（県行政機関）
○○農業振興課

（集落）
○○町農事改良組合
○○町自治会

（集落）
○○町農事改良組合
○○町自治会

（集落）
○○町農事改良組合
○○町自治会



地域の取組みを支援する国の取組み

◇中央、地域ブロック単位に連絡協議会を設置

◇各種情報の提供

◇人材の育成（対策技術指導者等）

◇効果的・効率的防除技術の開発

◇地域の取組みに対する支援（ソフト・ハード）

◇保護管理計画の策定支援



鳥獣害対策事業の申請フロー図
集落：鳥獣による被害の状況を把握し、被害防止対策は地域の共通課題

として捉え、合意形成を図りながら被害防止対策の計画を作成す
る。

（取組内容）
◇被害防止対策の体制整備
・被害を防ぐための自衛体制等の整備
（協議体制、捕獲体制、追い払い体制、防護柵等施設の管理体制等）
・啓発活動、研修会開催、被害状況の調査、人材育成等
◇被害防止対策の施設整備
・侵入防止柵（電気柵、ネット柵等）、捕獲施設等

地方自治体：農業者自身が実施することを前提にした被害防止対策を支援する。
（市町村単独事業、都道府県単独事業、国による間接補助事業（交付金等））

国：効果的・効率的な鳥獣害防止対策への支援。

支援

事業申請 事業採択

※各種事業によって、採択要件や手続き等が違いますので、お住まいの地方自治体等へお問い合わせ願います。



（事業内容）
県域をまたがる広域地域において、
以下の対策を総合的に推進。
◇ＧＰＳ、ＧＩＳの活用による鳥獣
害情報マップの作成

・被害、捕獲、防護柵の設置状況等の情報
・鳥獣個体群の行動範囲・移動ルート情報 等

◇総合的防除技術体系の確立
・サル用電気柵、イノシシ用フェンス等開発成
果の導入
・放牧、林地伐採による緩衝域の設定や忌避作
物との組合せ
・計画的な捕獲のための組織化 等

（事業内容）

◇防護柵、捕獲檻などの被害防止施

設の整備 等

◆強い農業づくり交付金

◆元気な地域づくり交付金

◆中山間地域総合整備事業

◆中山間地域等直接支払制度 ほか

◆鳥獣害防止広域対策事業

※各都道府県等においても単独事業に取り組まれている場合もありますので、各種事業に関するお問い合わせ等
については、お住まいの地方自治体及び地方農政局等へお尋ねください。

農林水産省における地域の取組への支援

農業関係

野生動物は県境を越えて移動するた
め、県域をまたがる隣接市町村と歩調
を合わせて被害対策に取り組みたい。

地域や集落において、防護柵の設置
や捕獲等の被害対策に取り組みたい。



（事業内容）
◇防除技術の開発・普及、技術
者の養成
◇捕獲活動等の自衛体制の整備
◇ＮＰＯ等による森林づくり活
動等への支援
◇広域的な被害防除計画の策定
や堅果類の調査 等

◆森林づくり交付金 ほか

（事業内容）
◇防護柵の設置や忌避剤散布等の
付帯施設の整備 等

◆森林づくり交付金
◆強い林業・木材産業づくり交
付金

◆森林環境保全事業 ほか

※各都道府県等においても単独事業に取り組まれている場合もありますので、各種事業に関するお問い合わせ等
については、お住まいの地方自治体等へお尋ねください。

林業関係

地域において捕獲活動等を行うた
めの体制づくりに取り組みたい。
ＮＰＯ等による森林づくり（広葉
樹の植栽等）活動を支援したい。

特用林産物（しいたけ、タケノコ
等）の被害の防止やシカ等による森
林被害を防止するため防護柵等の設
置に取り組みたい。

農林水産省における地域の取組への支援



（事業内容）
◇追い払い機器の整備、 一定数の捕獲
◇カワウ食害にあいにくいアユ放流手法の開発
◇カワウの飛来・生息状況調査 等

◆内水面生態系復元等推進事業

※各都道府県等においても単独事業に取り組まれている場合もありますので、各種事業に関する
お問い合わせ等については、お住まいの地方自治体等へお尋ねください。

水産業関係

カワウの捕獲や追い払い等の被害対策に取り組
みたい。

農林水産省における地域の取組への支援



～ ４ 鳥獣の捕獲に関する制度 ～



捕獲による被害の軽減

◇狩猟による捕獲

◇有害鳥獣捕獲（応急的な被害対策としての捕獲）

特定鳥獣保護管理計画制度（平成11年創設）に基

づく計画的な捕獲（個体数調整）



特定鳥獣保護管理計画制度の概要
１．計画のねらい：地域的に著しく増加している種等について、種

の維持を図りつつ、農林業被害の軽減等を図
るための鳥獣の管理

２．策 定 主 体：都道府県が策定
３．対 象：イノシシ、シカ、サル等の地域的に著しく増加し

ている種、またはクマ等の地域的に著しく減少
している種。

４．計 画 内 容：①個体数管理、②被害防除対策、③生息環境
の保全、整備、④その他

５．特 例 措 置：①猟期の延長、②狩猟禁止、制限の解除また
は緩和。

計画の策定状況（平成１８年１月３１日現在の計画数）
イノシシ１３、ニホンジカ３２、ニホンザル１１
ツキノワグマ１０、ニホンカモシカ６



鳥獣の捕獲等は、原則的には禁じられており、以下の場
合にのみ可能となる。
・都道府県知事の許可を受けた捕獲
・狩猟による捕獲（北海道以外：毎年11月15日～翌年2月15日）

（北 海 道 ：毎年10月 1日～翌年1月31日）

①学術研究
②生活環境、農林水産業又は生態系に係る被害防止
（有害捕獲）
③特定鳥獣の数の調整
④その他環境省令で定められている目的

農作物に被害があ
れば有害捕獲申請
ができる。

鳥獣の捕獲には知事の許可が必要

許可の要件



申請者

都道府県知事

審 査

許 可

有害鳥獣捕獲をしようとする者

都道府県知事が策定した有害捕獲許可基準
・許可対象者（被害者又被害者から依頼さた者）
・対象種、捕獲数
・猟法
・場所

市町村長に許可権限を
委譲している場合もある

許可証（従事者証）
・有効期間
・条件

許可を受けた者の義務
・有害捕獲時に許可証（従事者証）の携帯
・有害捕獲の結果の報告

交付

問い合わせ先：住所地の市町村

捕獲許可の申請手続き



第二種銃猟免許空気銃（圧縮ガス銃を含む）

第一種銃猟免許装薬銃（ライフル銃、散弾銃）、

空気銃（圧縮ガス銃を含む）

網・わな猟免許むそう網、はり網、つき網、なげ網

くくりわな、はこわな、はこおとし、

とらばさみ、囲いわな

狩猟免許の種類猟具

爆発物、劇薬、毒薬、据銃、落とし穴、つり上げ式のくくりわな、
かすみ網（乱獲を防止するため、所持、販売も禁止される）

鳥獣の狩猟には免許が必要

※）網又はわな特区では、網とわな猟の免許を分けて取得することが可能

禁止猟法



申請者

都道府県知事
※申請者の住所地へ

狩猟免許試験
①適性試験
②知識試験
③技能試験

合格者

申請

狩猟免状交付
狩猟免許の効力
①期 間 ３年（更新後も３年）
②場 所 全国の区域

提出書類
１．申請書（写真、返信用封筒、
医師の診断書を添付）

２．手数料（標準５，３００円）

試験の実施（年１回以上）

更新をお忘れなく
講習受講、適性検査

問い合わせ先
住所地市町村若
しくは各県地方
機関

狩猟免許の申請手続き

※医師の診断書
・精神病者、知的障害者又はてんかん病者
・麻薬、大麻、阿片又は覚醒剤の中毒者でないこと



狩猟免許試験の概要（適性試験）

狩猟を安全に行うことに支障を及ぼすおそ
れのある四肢又は体幹に障害がないこと。

運動能力

１０メートルの距離で、９０デシベルの警音
器の音が聞こえる聴力を有する。

聴 力

１．網・わな猟免許に係る適性試験にあって
は、視力が両眼で０．５以上。

２．第一種・第二種銃猟免許に係る適性試
験にあっては、視力が両眼で０．７以上であ
り、かつ、一眼でそれぞれ０．３以上。

視 力

合 格 基 準科 目

適性試験の合格基準



１．鳥獣保護及び狩猟に関する法令
（１）鳥獣保護及び狩猟に関する法律の目的
（２）狩猟鳥獣、猟具、狩猟期間
（３）狩猟免許制度
（４）狩猟者登録制度
（５）狩猟鳥獣の捕獲が禁止又は制限される場所、方法、種類等
（６）鳥獣捕獲等の許可、鳥獣の飼養許可並びにヤマドリの販売禁止
（７）猟区
（８）狩猟者の狩猟に伴う義務（違法捕獲物の譲渡禁止を含む）

２．猟具に関する知識
網・わな猟免許
（１）網及びわなの種類、構造及び機能
（２）網及びわなの取扱い（注意事項を含む）

第一種銃猟免許（第二種銃猟免許）
（１）銃器の種類、構造及び機能
（２）銃器及び実包の取扱い（注意事項を含む）

３．鳥獣に関する知識
（１）狩猟鳥獣及び狩猟鳥獣と誤解されやすい鳥獣の形態（獣類にあっては足跡の判別）
（２）狩猟鳥獣及び狩猟鳥獣と誤解されやすい鳥獣の生態（習性、食性等）
（３）鳥獣に関する生物学的な一般知識

狩猟免許試験の概要（知識試験）

合格基準は７０％以上



１．空気銃による圧縮、装填、射撃姿勢 ※模造銃を使用

２．距離の目測

３．鳥獣の判別

第二種銃猟免許

１．銃器の点検、分解及び結合 ※模造銃を使用

２．銃による装填、射撃姿勢、脱砲

３．団体行動の場合の銃器の保持、銃器の受渡し

４．休憩時の銃器の取扱い

５．空気銃による圧縮、装填、射撃姿勢 ※模造銃を使用

６．距離の目測

７．鳥獣の判別

第一種銃猟免許

１．猟具の判別

２．猟具の架設

３．鳥獣の判別

網、わな猟免許

課題内容区分

合格基準は減点式採点法により７０％以上

狩猟免許試験の概要（技能試験）



申請者

都道府県知事
※狩猟を行う場所を管轄する

申請者

申請

狩猟者登録証の交付

提出書類等
１．申請書（写真、返信用封筒、
狩猟事故共済の証明書等を
添付）

２．手数料（１，９００円）
３．狩猟税（網・わな猟免許又は
第１種銃猟免許１６，５００円、
第2種銃猟免許５，５００円）

・狩猟者登録証
・狩猟者記章
・鳥獣保護区、禁猟区、猟区等
の地図

狩猟を行う場合は、狩猟免許を取得し、狩猟をしようと
する地域を管轄する都道府県の狩猟者登録を受けるこ
とが必要。

【捕獲報告等の義務】

狩猟者登録が必要



◇狩猟が禁止されてい
る区域
公道、社寺境内、墓
地、国立・国定公園等
の特別保護区、原生自
然環境保全地域、鳥獣
保護区、休猟区
◇銃猟が禁止されてい
る区域
日出前及び日没後、

住居地域、多数の者が
集合する場所において
人・動物・建物・電
車・自動車・船舶等に
向かって銃を使った狩
猟

国立・国定公園特別保護地区

⑤猟区

建物
社寺境
内・墓
地

⑤放鳥獣猟区

公道

可猟区
域

市街地

③銃猟禁止区域

④銃猟制限区域

鳥獣保護区
特別保護地
区

①鳥獣保護区

② 休猟区

集落

都市公園

狩猟が禁止されている区域

狩猟が制限されている区域

原生自然環境保全地域

なし狩猟鳥獣の捕獲調整⑤猟区又は放鳥獣猟区

銃による狩猟制限銃猟による危険の予防④銃猟制限区域

銃による狩猟禁止銃猟による危険の予防③銃猟禁止区域

狩猟の禁止減少している狩猟鳥獣の増加②休猟区

狩猟の禁止野生鳥獣の保護繁殖①鳥獣保護区

狩猟制限の有無設定目的区域の名称

狩猟実施可能地域

有害鳥獣捕獲の場合には、休猟区や鳥獣保護区でも捕獲が可能。



キツネ

ノネコ

イタチ（オス）

ミンク

アライグマ

タイワンリス

シマリス

ヌートリア

ノウサギ

タヌキ

ノイヌ

テン

チョウセンイタチ（オス）

アナグマ

ヒグマ

ハクビシン

ニホンジカ（オス）

イノシシ＊３

ユキウサギ

マガモ

ヨシガモ

オナガガモ

ホシハジロ

スズガモ

エゾライチョウ

キジ（オス）＊２

コジュケイ

ヤマシギ

キジバト

スズメ

ムクドリ

ハシブトガラス

ゴイサギ

カルガモ

ヒドリガモ

ハシビロガモ

キンクロハジロ

クロガモ

ウズラ

ヤマドリ（オス）＊１

バン

タシギ

ヒヨドリ

ニュウナイスズメ

ハシボソガラス

ミヤマガラス

獣類（２０種）鳥類（２８種）

注）＊１：亜種のコシジロヤマドリを除く。＊２：亜種のコウライキジを含む。＊３：雑種のイノブタを含む。
狩猟鳥獣であっても、地域・種によっては捕獲禁止又は捕獲制限の行われている種もある。

狩猟鳥獣の種類

サルは狩猟鳥獣
ではありません

有害鳥獣として
の捕獲は可能



「網猟又はわな猟免許」特区の活用

１６５

１９７（ ４９）

１３０（１０２）

７１（ ４７）

２７９（２３４）

１５１（ １９）

２００５年２００４年

９０

１４０

２２４

４９

７９

６０

網・わな猟免許の新規取得者数

大分県の全域大分わな猟免許特区大分県

兵庫県の全域ひょうご狩猟免許取得推進特区兵庫県

香川県の全域さぬき有害鳥獣対策特区香川県

長崎県の全域ながさき有害鳥獣対策わな猟免許特区長崎県

島根県の全域らくらく取得「しまね網・わな猟免許」特区島根県

鳥取県の全域「イノシシわな猟免許取得促進」特区鳥取県

特区の区域の範囲特区の名称都道府県名

「網又はわなを指定しての狩猟免許取得の容認」特区計画の概要 （第９回認定分） ６県

鳥獣による農林業被害等を防止し、適正な鳥獣の保護管理
の推進と狩猟における安全性の確保を図るために地方公共団
体が内閣総理大臣に構造改革特別区域計画を申請し認定され
た場合、網又はわなのいずれかの狩猟免許を受けることがで
きます。
これにより、わなのみの免許取得が可能となります。

（ ）内はわな限定免許

単位：人

※兵庫県においては、認定されたばかりですので、現時点ではわなのみの狩猟免許試験は実施されていない。
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50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

平成 8 年度平成 9 年度平成 10 年度平成 11 年度平成 12 年度平成 13 年度平成 14 年度

人

銃猟

網・わな

9 10 11 12 15 16 18

91 90 89 88 85 84 82

247,776

227,216 230,672 233,681

210,234 211,072 205,878

種類別狩猟免許の取得者数の推移

環境省「鳥獣統計」より

◇平成１４年度の
網・わな猟免許取
得者数の割合が、
全体の約2割。
◇網・わな猟免許
取得者数の割合が
増加傾向。
◇特区活用による
わな猟免許取得の
促進。

種類別狩猟免許取得者数の推移



～ ５ その他 ～



農作物被害状況の把握

◇鳥獣類による農作物被害の実態把握
に努め、市町村等へ届けましょう。

鳥獣の種類

スズメ、カラス、カモ、ムクドリ、ヒヨドリ、ハト、キジ、サギ、その他鳥類

ネズミ、ウサギ、クマ、イノシシ、モグラ、サル、シカ、カモシカ、タヌキ、ハクビシ
ン、アライグマ、ヌートリア、マングース、タイワンリス、キョン、その他獣類

被害面積

農作物に損傷を生じ基準収量又は基準品質から減収又は減質した面積

被害量

農作物に損傷を生じ基準収量又は基準品質から減収又は減質した量

被害金額

被害量に調査年におけるそれぞれの県内の被害地域における標準的な価格
の実態を表す被害農作物の単価を乗じて算出した金額

被害対策を行う上で、
必要なデータです。



農産課

鳥獣害対策係
096-324-1439（代）096-353-3561

（内線）4218
熊本市二の丸1番2号860-8527九州農政局

農産課

鳥獣害対策係
086-232-7225（代）086-224-4511

（内線）2429
岡山市下石井1丁目4番1号700-8532中国四国農

政局

農産課

鳥獣害対策係
075-414-9030（代）075-451-9161

（内線）2318
京都市上京区西洞院通り下
長者町下ル丁子風呂町

602-8054近畿農政局

農産課

鳥獣害対策係
052-218-2793（代）052-201-7271

（内線）2471
名古屋市中区三の丸1丁目2
番2号

460-8516東海農政局

農産課

鳥獣害対策係
076-232-5824（代）076-263-2161

（内線）3318
金沢市広坂2丁目2番60号920-8566北陸農政局

農産課

鳥獣害対策係
048-601-0533（代）048-600-0600

（内線）3318
さいたま市中央区新都心2番
地１

330-9722関東農政局

農産課

鳥獣害対策係
022-217-4180（代）022-263-1111

（内線）4096
仙台市青葉区本町3丁目3番
1号

980-0014東北農政局

担当ＦＡＸ電 話住 所郵便番号農政局名

お問い合わせ先（農林水産省）
農林水産省生産局農産振興課技術対策室
〒１００－８９５０ 東京都千代田区霞ヶ関１丁目２番１号
ＴＥＬ：０３－３５０２－８１１１（代表） ＦＡＸ：０３－３５９１－４９５８
担当：鳥獣害対策班（３７５６）



お問い合わせ先（独立行政法人）

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構
中央農業総合研究センター鳥獣害研究室
〒３０５－８６６６ 茨城県つくば市観音台３－１－１
ＴＥＬ：029-838-8925 ＦＡＸ：029-838-8837

近畿中国四国農業研究センター鳥獣害研究室
〒６９４－００１３ 島根県大田市川合町吉永６０
ＴＥＬ：08５４-82-0144（代表） ＦＡＸ：0845-82-2280

（独）森林総合研究所 野生動物研究領域
〒３０５－８６８７ 茨城県つくば市松の里１番地
ＴＥＬ：029-873-3211（代表） ＦＡＸ：029-874-3720



野生鳥獣による農作物の被害防止対策の効果を上げるためには、
被害を受けている地域の方々が当事者としての自覚を持ち、個々の
取組みでなく共同で被害対策に取り組むことが大切です。
本マニュアルでは、鳥獣の生態と被害防止対策の基礎知識を提供
するものであり、地域の実情等に即し創意工夫を持って効果的な被
害防止対策に取り組まれることを期待します。

被害防止マニュアル作成ＷＧ委員

井上 雅央 奈良県農業技術センター高原農業振興センター所長
今井 康仁 獣医師
大井 徹 独立行政法人森林総合研究所関西支所グループ長
小泉 透 独立行政法人森林総合研究所野生動物研究領域チーム長
寺本 憲之 滋賀県東近江地域振興局環境農政部農産普及課課長補佐
仲谷 淳 独立行政法人農業・生物系特定産業研究機構

近畿中国四国農業研究センター鳥獣害対策室長

◎羽山 伸一 日本獣医畜産大学獣医学部助教授
（５０音順 ◎印は座長）

※掲載記事、イラスト、写真等の無断転載はご遠慮願います。

～ おわりに ～
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